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ご挨拶に代えて 共通教育センター長 大下 邦幸
4月よ り共通教育センター長を務めさせて頂くこと
にな りました。どうぞよろ しくお願いします。センタ
ー長と しての初仕事は、大学教育入門セミナーで共通
教育 ・教養教育の意義について新入生に講話をするこ
とで した。話をするに当た り、にわか勉強をしました
が、その中で本学の共通 ・教養教育が、A群 に属する
科目172、B群 に属する科 目176、計348にも及ぶ
多数の科目によって構成されていることを知 りました。
教員各位の多大なこ支援、ご協力のもとに共通教育が
成 り立っていることを改めて実感 しました。お礼を申
し上げるとともに、今後 とも変わ らぬこ支援をお願い
します。
さて、私も共通教育 ・教養科目として年間4コマの授
業を開講 しています。そのうちのひとつ リスニング1
の授業を行うに当たって心掛けていることをこ紹介 し、
ご挨拶に代えさせて頂きます。
こんなことを言うと身も蓋もないのですが、週1回
90分の授業を受けたからといって リスニングの力は到
底つきません。週1回 の授業でできることはせいぜい
動機付けで、 リスニングの力をつけるために努力 しよ
うという気持ちが学生に芽生えれば、それはそれで大
成功だと考えています。
そ こで、学生の動機 を高めるため、私 は授業 を行
うに当た り次の点を心掛けています。
①学生が 「楽 しい」 と感ずる授業
②学生が 「充実感」 「達成感」 を感ずる授業
③継続的自学自習につながる授業
紙幅の関係もあ り、それぞれの点について具体的
に述べる余裕はあ りませんが、 「楽 しさ」を感ずる授
業の実現 には、学生にとって身近な内容で、 しかも
英語が生き生き しているものを教材と して選 び、学
生達 と英語でのや りと りを楽 しみなが ら、明るくオ
ープンな雰囲気作 りを心掛 けています。また 「充実
感」 「達成感」を感ずる授業の実現のためには、 「本
物の英語」 を学生 にぶつけています。EnglishJournal
という雑誌を教材に選 び、家庭学習と してその 内容
を聞き取 らせます。スピー ドも速 く相当難 しいので
すが、本物の英語を聞き、何 とか内容を理解 できた
という 「達成感」が学生の意欲を刺激するよ うです。
私の考える動機付けの方策 は、一応効を奏 している
のではないかと考えています。
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